
社会教育課では、地学協働の推進とともに、子どもの読書活動の推進に関することについても取り

組んでいます。今号は、道内の２管内から、学校図書館の好事例を紹介します。

【空知管内】読書で育む学びと地域のつながり（岩見沢市立岩見沢小学校）

岩見沢小学校では、図書委員会が貸出・返却業務のほか、本の整理や
おすすめ図書の紹介などを主体的に行い、書架はいつも整然と保たれて
います。また、校内放送でも委員の児童が図書を紹介したり、読書冊数
に応じてオリジナルしおりがもらえる「読書スタンプカード」の取組を
実施したりするなど、児童が読書に親しめる環境づくりを進めています。
学校図書館は学級単位でも利用できる広いスペースを備え、読書活動は
もちろん、調べ学習などにも活用され、児童の主体的な学びを支えてい
ます。

読書意欲を高め、学びを支える学校図書館

保護者や地域の方約10名が、読み聞かせボランティアとして月２～４回

活動し、朝学習や休み時間に各教室や学校図書館で読み聞かせを行ってい

ます。読み聞かせで紹介された本は貸出しにつながることも多く、児童が

本に親しむきっかけとなっています。地域の方々との継続的な交流を通し

て、学校と地域が一体となって子どもたちの読書活動を支え、豊かな学び

や読書習慣の形成につながる取組となっています。

地域とともに育む読書活動

【後志管内】 読書が身近になる学校・地域づくり（喜茂別町立喜茂別中学校）

喜茂別町では、12月に中学校（学校図書館展）と町教育委員会が共催で

「図書祭り」を実施しています。中学校を会場に、中学生ボランティアや

町の読書推進員「いちご絵本の会」による絵本の読み聞かせ、中学校教諭

による大人向けの授業、クリスマスキャンドル製作、町のお店が協力する

図書カフェや古本市などが開催され、どの世代も本に親しむことができる

内容で、毎年たくさんの方が来場しています。

学校図書館展とタイアップした、町の「図書祭り」

図書・生活委員会が中心となり、学級文庫コーナーが各教室に作られ

ています。「朝読書の時間で読める本」や「クラスのみんなが読める

本」をテーマに委員の生徒が選書を行っており、他の生徒たちにも大変

好評で、読書に対する意識の醸成や、読書習慣の定着につながっていま

す。また、今年８月には「普段学校図書館に来ない生徒が本に触れる機

会を作る」を目標としたレクリエーションも実施予定となっています。

学級文庫コーナーやレクリエーションで本と出会う

中学校の新着図書コーナー

読書推進員による読み聞かせ

子どもの読書活動推進コーナー４


